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　本地域には中1竺1ツおよび新携　、緬層の広い分布がみ鼻

謹も争　さ　 に」努渥1・瀦藤文暴垂擦1・1ξ山娯嚢蟹およoミ玄葺℃雛もの鳩

脈あ《西　，慧1熔撃｝が発実塞している．

　暮捲1．1、1は消紘鑓燐覇）／鐵嬢搬，鎧分￥　ヂるい薄ゆるli警ず樽不麟癖申

蒸屡で，そ騨）分布，産状および’霜質婆、，従来湧別麟とし

てきたものと同一のものである、，本層ば砂端および頁燐

からな！），　織査地城申では獄ぽ、輯北に、延びる分布をしめ

L、ている。薄拳箒黛．糸己1は灘3彊／馨の薩孫歎およでび蔑ぎ皐歎に君｝つ

ズ弧状の分布をしめす、ン籾は礫濟・砂轡おきこび凝灰婚

からなる鴻之舞／、．1と角礫　1蝿灰滑および凝灰　鋳少媛か

癖“畷名淵／l，撚こ区分される，，火成嶽類は地城の中央由

欝箋書霧壽舞癒およ置メ薩芝あ1懲いは1菊轟嚢鎖箏では撃l／派）沃の繕重力衡し

めU，さ輯こその外鯛粥では熔岩流としての産状をし鍵

すものが多い、、

　雛．鳶　1縫質姦論（簾ぎ2図）
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　　　　鱗峯　慧　顯　　 曝養》！｝1灘潅鮭騒鷺の．難　｛麟

　湧別層は暑薯質 L，素1色輿葦煽欝鷺嬉蜂・夢、蓼罷層お．虹び

｛謬麟の3犀鄭分瞬セさ薄・しる、．／葉畢／　爵一晶1綬にメ，麟ぐ蔀の愛也

層で，ときに砂楚1や礫岩の糞寧層を挟在／一，一般に、、熱色～

購舞天・色鯵雛／ζでン燭｝舜嚢勺にザ枚：岩／蒋髭嚢の・甕難がンネら勲、る，、

　砂碧・頁矯の互層部は1℃色頁繋／，の、1二位に漸移するも

ので．ほ1都では二撹1　ゼなづ｝1舷履が比1鮫的揮響く，、1・調脈慮

その慧旨耕糞がブでである、、砂蕃豪層は一…一般藩こ難薄膏葬の、E・藻裟にみ

ら藩駕，　ときに羅、滋筆菱蒙麟のヒ奏鷹に径i接タ〉噴1博蝋る。鳶垂灘は

糸麟紘（（｝．5脚工燃鵜）で，　砂馨紘は斜長石海準婁4導鮫密／長

石番ベルト；膏織孫｛器騨灘1身寿およ鐸斑礫餐鋳鋳潔ら癒妻，

1羅／翼鱈である、

　簿．露．窯　　　、三糸瓢量1

　聾騒、之舞群鱗は購寒￥1を三鷺捧とし，　ヒ齋輸ではイ渉弁・幡縫翠曇難、よ

び凝灰器などの刻，萎に移化する，、劇・，麹鮮狸）麗状お，．集び

轡質から，1、！，／／劇舞鉱由付漣£轟中瞬　＿舞層に爆｝比される

峯委の、総、i藩われるミ、確欝劉蠣　t径蛙籔礁糞・騙’蜜難》礁黙で，、難『

岩確耀ド撫、ξ蝋緑潜畷器および珪1喘から毒t2、本

層中からは裾燐勿イヒ隆1を慶づ樺ることが～む》愚、

　自社誉薯沸i層は‘慈i　瓢掬角導幾｝疑灰景1を露『三とするもので

鴻之舞層を…く整緊に被覆して斗・懲、，

　畿瓢，灘　火ナ幾ギ蒙1

　董、）弄介葦’灘

　輩奔渥　窺は！也無翼の．1壌黙で湧別／灘を蒙く躍ひ賛派とLて産／一・，

葦、愛L，3麟　閃糸激、ず繋キ鯵お、よび馨B器華ず一華翼婆一…一l　l43介

壽の驚牽藁がある，、膚三鱒閃藩憂澤質籍は灘鑑／癒繋、轟謬鉛び糸段鷲蒙罫

お、紅び階漢から構成される講ミ糠石は他形一判撫形で／

～s撒謙の案度を轟＾乱ーラ瀦…煎は他テ彰で（1、s璽纂撒畿の壕鋤唆

をしめす。この池角1ノ、搾ギペ、需，奪緯　交鼻代乳〆て二盤欠約に1緑

難醇鷺・絹．農露母および窒姦状際欝　（（）．（）暮論（｝ほ驚驚）　が擁蕊

／戎泰れている，、癖碁疑石　畢継箋一，糞、雲燐：鐸分継醤汰磯三ll犬輝驚造・

の錺しい漫蒙でで，蘇i三躍紅は余賑㌦蕎　（霞ヲ影輝鱗践1移で鰍7

椥3難瓢）清蒙◎獲（ギ滋ヲ杉で（）．2酬蓋罪嵐燃〉および1，1、、叫欝、鐙二

（o．纐鞭土）があ考。、石紛部分は細粒趨形の剃軽1

　（／／，（／欝莫憶m±），　／激牽弦のイタ響からな鯵，　畜糞泥石・絹馴母

ときに1べ講魚無譲歎鎌勿が1璽黛1幾さ漆黒てい燃、

　2）濯醜文髪糞褻

　流紋澤類には地域ヂ壌i／！ζ発達す蕾磯1脈と，

ラ蕎1頼山を1霧！戎野恐輝　繕驚とがある。雛／振として藤縁『る窪

のには嚢1閃鷲一 ・蜜ぽ壕石流紋羅，斜羅戴流紋岩．　ネパダイ

ト，豊珠璽翼流紋顔きさよび球騒状流紋藁1繁など種々4岩相

をLめす｛、のがあ慕跳これ、らの〉驚繭鷺職，意変朽熱、1し露

化哲溺を受け，　畢慕は麟・状斜長芽費および微粒1戴英に癒1代

されている，輝鋳流癒なすもの！よ一…祷擦こリゾギダでト馨

の渥量雛痴L尋）し，鰹か　畢織の斑三凝1葦き叢き鼎めら勲恭ことが

あを），搬た流麹．構遺あ隣い1ま角礫1援構1造を実甲》1剛こ、とが

ある，、

　　3）変率ワ安誰．1霞ま

　変朽安由響顛鉱床周辺瓢藻牽脈として産す恐．、概tーて走

向繊ぼ鷺Wで畷・二に』傾斜す箒線1霧．造をしめす難本欝は斑状

餐奪造力　翼峯び壌三醗奪として楽i餐隔石鱒緩縫1漿．斎ヂおよ7び曝蓼蘇蒙灘翼

胃があ！），憲津しにそ藩箋力輪忍め1筏爆先る、菱籔は蚕ド伏斜葵藁費

と微灘窯石英とからな甑　緑泥石やイ貸叢醜鉱物が伴な薄）れ

一（、《る“

　　4）‘鍛瞬琴漢

　本戴類には， 融と／’＾ぐ艦勘㌣として産する爾騰畢顧嚢鴇

とタ容費1驚どtーて産す篠薫1瀦墨　安箕山翠1とがある，、1鱒鵜蘇

　灘1瞬　業斜幾際、馬嚇δよび灘石灘1からな≧軽lll晶と，細溝層叢機

斜賛蕎お、装び萎i麟犬輝／　翼かド亥凱豪きイ墓とから毒

　趨“ 讐ま蒸；蕎は／欄4蓋署凱漁の鰻／彪竃，翼で鐸、夏讐‡欝置慧を1㎡・め

雛…一（7（灘）



．1癌 穆テ月　搬　 （霧落茎》巻　 、窮9一滞）

しそ（弩ナ浅1分婦こ∫鮎茎響ぐ／　・資）で澄）ツ　鱗1三愚1沼）霧葺謬、醸こは餐野通

擁イ　レ燐薫薫蓑灘講；畢．でと濤霊あり，　』もに護繊膜ざ叉激岬（）．§建熟獄で，

黛きに斜ぜ乏鶉1擁撒懲夢ぎさオし警，　畢1，蕪跨翻継銑箪ず建激獄（）　ぐ（）講

雛撒岬｛〕．ぐ）2×（）．慧蹟拠（乃飼・ツ頓き贔、饗ヂ艶叢歓方掲！1雛三を／｝、めし，

その成・分はAが給一践llて艶る、。！蕎籔の輝聡類蓬）普通輝石

およぐぎ馨｛講軍墜ず力痔〉なi），い・ず叡．も鍵麟覆で題1葺犬峯1ま額石の

まオ　リに・嬉達更　、めら勲．弄、壽麓箋轡奮薯安ヨi．痔響は蟻ぐ｛急、諺翻犬縫険

撃餐の渥壕yで，　と聴違こ霧戴）1歳衡鍵難、二とむ、本塚聾窪相調犬余けζ澤τ

（⇔．墨～（）．轟）く（）．（慧脚（1．翫憾瓢）　と纏麟鎗の幣糞挙ぎと力三ε㌧な1）

雛欝1、穣鎚畿の礁懸が難奪欝で、轟る，、　、毒憂　騨藁麟嚢翁暮積石　（2・轟

峯簸熟駕土）　・やカン／畢ンノ澤ざ力驚彗，漆潔）ら薄気、讐）、，

墨．　窪慰質“蒙薄進

　墨，巌　地域蘭構造

　本地域では湧嚇！￥、愈這蓑蕪盤とし，この／、講縁を取1巻いて

霧＿鰹郵　疑）るい雄二蟹謝覇麟が階搬Lている．こ疑）ような

繋雛，，跨ラ｝二吾瞬犬藍擦慮3よWび’，ゾ難幾、蟹萎護ジ〉ノ、鞍伏か・ら、みて，1本舞郵鷺

は染舞ドームのヌ婦華に㌢1｝　て参薄奪機の火／戎1鋸’領力輩謬総蓮しタ

寒　にそ騨）外側に糞潔熔摩　の発達がみられ・る．　ヂームの

延びミのメy群聾ご・騨1葺穫』ぐ灘翼ヒー1終を準響き紋と一ずるN一 ・8’廼三のブく

きな変質帯が発叢し，鉱床の分磯！この変鷺1沖麺包括

1ぎれてN・一S輯三のi萎慰列をしめしている、．この銭一＄性の

構造細譲険／』ぐE　W性の鋼辮1施藤砕帯がみ15二）れ，

鐵i々の劔1鋳1ある斗・は’ノダ驚霧醤鷲は，　この灘翻韓・造騨穀に薄瀦ll／，＿

ヌ鉄。甲ぐま鴬　　し．“ぐ≒・秘、

　墨．嚢　　iぐ一属眺麟撃の内灘ζ構燈

　ドー一ム瀦ごの申．1経翻1を1薄／浅1・ずる拶き懲讃歪．、1鵜はか鍍t）；縷欝嚢

な奉欝造ゐ曳蟻漣護L門ぐマ1・るガ斗，　こ才L懲翼箕1）巻一く薄蒼窮置も爺癩の

掌薄逢彗激勤播鮫論墾ll、縮ぐ凄）難、潜き響／　舞では・そガ）鑑緊望τ鑓のi発

1鍵錘彗遡力謡ら・みてレ・くぜ）かのノトドー…ム）1犬季薄謎＿　角華肇計すゼ）こ

とがで趣る，，これは一一般にN尋 一S擢三の延びをしめ隻〆，　そ

の欝翼1は1砥；疑方麟1に2～3k搬1であ鷺）。、このノ1・ドーム瞳犬

季薄蒸豊茎誉の／灘騰裁に浮レγぐ・多くの鱒雛，や1ぎ鱒蕎替の嚢i選1が避外鉾

津Lる9　むくに；靴縛ξ象3よ騨び閑嚢i蒙ご劉｝ーて1発言　1賜、、）樺糞．謹繕蟄は

火ヌ戎括動槽噸鉱イヒ鷲瑚と儲1接嚢な関｛系を欝するもので慶ザ、

　嵐欝　寒藩裏盤峯緊（鷲ア縫講鋤，！、）

　纏鷲秦翻戚に、みら療、る．　響紫横遺欝蓑ともては，　N一…s脚N

隻（）鋤w、組，E一一w系お罫びN慧｛）一3（）竃系の3種があ恐、、

N一熟一．讐憩cW系のもの1汰小ドー一ム状購遺稽、』の東欝両

轡舞瓢に畢蓋美慈して1響じi雛こ3騰なる燭鰻ニヂ）ヅくなEるもグ・で，　麟彗ヒ

聡1；で筆講数づけ1三；）オも欝、、　鷺・一～潔系の至．，のはノ」・ドー一ム伏1薄厳慧

零鞍の；翫およ1じミ藻1縁にゴ　〆ア‘賠叢逡し，N一 一S～N墨．ξ）一響ギ系の

磐薄・造一瀦裂に秦至して／ま二．ヂ沢li勺な／調｛系にある，、一一彊綾，、＿、，『轡綬聾一

蕪1嶺唇瀦；で鵯／甕¢｝ナシ㌧葦舞，擦岡蕪翼1鰻蝦柔鋤，1宋を鱒薫／檎してい　

N2む一難｛）電　のもの／1，き1前者を切る断ll系ぴあつて，ド

一
、

～・、！舞漢議樫：のノ鑓肇豪瞳》ノトドーム’1ナぐ溝謎摺1餐の顯、彗顕蓄粥に1馨つて

職　 ミし　 3《・恐、、

轟。　鉱　　鎌

　誉，量概　論

　本ま翻戒に廉舞鯵壽Lている銭綜末にはラ　奥講薫7響瀬纐熱。。bおよ◎ミ

藝｝削濾美ノ馨頼鋭ζ暮．獲）霧同嬢講鉱慰憂鎌慧末め叢ある，、こグ）ほか、1鵜山

賛蛾ズには二撫晃賦ll1鹸詞．／．繊齢宋と1撃／讃れ、る讃．饗（憐叢叢失蓼玄）廻矯が

あ描、、こ浄1も1の各鎌l／末は，難疑幸浸雲擦1暮撮く鋼隷ll力事　翫兇鍵誌1 1
にかけて爾北に分布する鉱床帯ぜ）一一部をなすもので，北

舞瀞1部地城において硫化鉱物を主とする鉱床の賦存帯、と

し！ぐ特徴がある

　秦離l　l〔鉛鉱床は，小ドーム状構造帯の周縁部に発逮三す

る峯シーマ▽系の毒絆1夢搾諄に／撚／槍し．．艶そぎ）鷺糞葦蜂としては蓄勢渉」層

（／）鷺身舞曇騨筆〔ギ讐藩感，夏“び’瀬勤之』舞碧1、ぴ）、樂撃穿力忘みら才レ　　、、　藪麺擁繋寒，

いわゆる緑溌、欝一黄銅鉱／蒲隻で1行する数条の鉱脈から

なi）、一般建講ll糞W，傾斜嘱論～3ぴSあるいはNで掛）る、，

鉱脈の規模は一般に小さく，脈幅数c憩一！｛）数（1瓢で走1

向延長4叙〉恕懲（〉豊で・あ導、、　鉱脈は三熟として糸岡状脈ある

いは鉱染状脈か・らな三ヲ，ときに塊状を呈す　蓄講5分がみら

津L鐵）、、鍵む茎懸鉱著勿は繁繭翻司三戴を／　ボし、、唱編拶糞1玲に馨費鍔ξ輩斌をこと・み，

イ身1黄の閃灘穆糞鉱llお、よ覧貰．方蘇鴇広を醤養な、／）てい貰）、　、塾た、　羅

薩絹潟嚇穣魏劔誘磁薫粥莞謬ミ斜1お，よび穣蒼諮嚢鑓1の1塵1・猶も1認鍵）ら難㌻

｛凱｝

　鶏，の戦縦は珪化／乍用および緑泥蕎化個き1があ灘、，

封ま花、角月繋汰1弱；iヒに妻褻な慧）鋭冨ヒ零替を葺移糞隻瀕㎝るもので，嚢戴尼

聡化鷺用はいわゆる鑛の1解擾質と／、／て認められる雀、、の

｝然・軸　　ツ
k、ζ》）｛講、。

聾．叢　鉱脈の構進

　本地城ジ）鉱床は，すでに述べたとお！），湧別麟あるい

は瀧ヌど舞麟中の婁移断帯に胚胎する緑泥1蕎一一黄翻溺饗1鉱ナ派で雪

主饗鉱脈の走！爵」はN8伊w－N呂○償，傾斜60一婁o鷺あ欝

いはNで凌）る、、鍵齢派騨）夫鐸、罐蔓は，顯対癬s脚3（）鷺撚ラ　ま奢Lに

！卿2驚多建1同1延ま戦鐙（）～笈呂（）逢捻である。　鑑l／派申では翻ζ

峯　機鷺睡跨糸禰墳犬／派が・や飛蝉特二隆飛潟繋、騨／をし薪す聴　憂があリラ鋭1

脈の中心部にはやや塊状を難する部ぴあるいは斑状鉱が

1認潔〉られ、る，、翻撮振は憾薪本1矯に薫嚢一幾塔（）掬暮（）凱の圭範養窯舞洋駅の

蝦難テ．伏離；列をなし，　こグ）単位鉱体中脚で、廼炎！0－20鋤（ア臨

鉱体がさらに雁行配列をなしてい恐（第3卿磁蝋斐の

籍　1，』　　　へみ・て靖驚蝿難戴の鋭1ゑ緊は鉦譲響ヤき；，麟覇犬宰搭多轄轄

）1犬～蕊戯犬響整の舞i頁に講鞠茂さオLン糸岡）1犬　イ斑三）1犬、欝の讐達遂iずる喜暮

分が餐鉱部を形成し、たも「のと考え夢）れる，

　器。黎　鉱賑の牲質

　護菰穆醸凱は凝1翼薯）1犬，糸隊決，参慧）1犬帽斑三状を1二摩唱蕉〉糊シ分があ

32… （警擁）
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　　　　　　　　　慧

　　　　蜘！＼
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　〃　　　　　　　　　　 殴

　　　　　　　　　　　　腿＼

び△7〆、＼さ㌦づ飾、、＼

農 鱒舞

鱗　暴　1灘　　 騰　　　 舞 鮮、lp　爵　銑1　内　認l　！簾　1灘

り跨一サ綬に琴省ニヒ舞ぴ）魁瞬贋である軸

　鎌く欝麟犬駕　．町釘る書碁ヌは麺鳶灘鑑畢ぞ一 繁蕎跳釦、）7鐙禽一徳を1、．め

し浄覆漁肇曹落の鎌撰う懸お，勲び”糞蝕1劔1体の．鯵鼠に謬遙蔭婁博冊るら母一

でに述ぺたとお絵鉱脈形成の樹期をしめすもので，

1塀2鵜藤誠斐で’ある軽舞瀞糞に、よつてはこのような鍵取ヲ1夢肇懲

をしめす鉱染状部を欠くものがある．纏l／韓潟鋼鉱を

論三とする歪撒締磯蕪が羅｛鷲墨則に多慈妻灘轡動るもので静　この饗醗の

！蔓が纏1にな静融鋪幾酎重婁釧犬を蕪激するこ、翫があ恐，，麟鷺機～や

や斑状を呈する脈が本地域の鉱燐斐の主体をなLている、，

牽麟状麟玉は護礁簿簿蓬ご7）篶ぐ毒盗膏葬を男饗指類摩購るものズ題あるが讐／癌§

一淑〉c灘て㍉小規幡藁¢）ものが多い，，斑三）機蕪玉は簿馨申に雀薮i数

瓢騰の灘鷺鎖職賦が，乾廠三鉱挙その闇は驚受瀬1賦）饗践蘇難鉱／脈でつな

がつている燃とが多い．この種グ騰銅鉱申には細粒立方！本

の　鉄鉱が包有されている蟻斑状を呈する部分は嚢、騨状帯

申に不薄則に発達することが多い、，塊状を蕪するもび）は

章雛訣叙1一蔦癬多同叙1力識らなiフ肇1鉱鋳薯犬蹄糸陣機蕎、き中に轡糞伏をな

Lて産する。、諺歳翻ミ護賦は疇：方で本岬費！！、瀬灘纐伏の集合体で，こ

の緒晶粒問を趨、めて黄鋼鉱が藩1纏Lてマ・る、，この塊状部

の発黍嚢は一／没に1／1、類講慧であ摯，また参観犬鉦1には養詮妻失鉱の

みカらなるものがある、、この種のもの鱒IN＄塗’1三あるいは

主脈に』斜1交す鵜糸鐸派とし冒璽し，ま承、／　縷駄鯨を伴坑oフ

ことカ＆ある、，

　暴鴻　鉱石鉱物（図版ユ参照）

　叙縁三ギ鉱物とじては諺茎鐘鉄鉱・、、銅鉱・閃藤鉛鉱・方鉛鋭酒

磁硫鉄鉱および輝蒼鉛鉱が認められ，二次的に斑綱鉱・

蚕i薄欝、き翼鉄鉱および漏鐸ミi鉱が孟勧魂審》いぐい恐、，これるの

鉱豪賞鉱鐘勿中主！要湊諏頒鋳遜的癒熟のは琴銭宍鉱およ下び馨嚢萄薄錘1

で，そのギ睡のものはその翼出オ財身癒い、，

　嚢鷺蕪失釜広：毒爵奪褻斜鷺こ1漁，窯蓋二麓舞薫の1藝騨ぞ麟巽とUて藤鍾するも

の，1ノ難醤曝！講琴の馨　貿本，ごL　灘．摩凹曽る斐，の，嚢鍵離熱娯犬竃翻

照の・簗合緯薫とし　港酵｝るものおよΨび麟毅灘警瞬犬¢）舞紫禽鷲凱と

して魔するものがある』れらの違いは，産状および共

生す騰鉱石鉱物との関係からみて，それぞ取叙1化作用の

初期婚ち後期にかけての各段階をしめすものであ愚＿薫

方体騨懸緒暇として産するも¢）は鉱染状鉱を構成す櫛初

麹歓）叢，ヂy難讐熱力奨（），〔捻脚（／．驚難鶯甲ぴある、、蕪慧＄○藁十K魚製畳○毒

を用いて構造腐食反応慰行なった，常灘では反応しない

が・》（給℃沈：に加熱して冊茂応を行なえば結酷内部に蕉方形

の餐講舗泉がみ・）薄㌻ることゆ薫ある，，この種難懸誠紘牽i剛犬

鉱・斑状鉱沖（罫）黄銅鉱に簿海される，，立方鉢1の鱗禽をな

すものは綱状鉱1二霞　罫び！癒状鉱の一・部就1認められ，鉱化

申期の地較的馬期贔lilのものであ礁，、粒漢甑暮岬業．鐸雛撒

で黄郵遷叙籍基機閃1醗婁銭鎌藷イ滋イ流鐙く≦菰・）獲1蒼舞糞鎌ζと4軽盤勲ず

　腐食反1噸よつて賜1磁ミ、三方形の構造線がみられ，趨

熱によつてこの反1藤は促進され・る，，斑状鉦沖ではこ薪）種

叢鉄鉱濠黄．編鉱轍蕊拝ぎされてい櫛，、他形粒状の集合体を

な摩冊ものは1三熱、と知て移麟犬鋭瞬擁蕉藤t．鱗主犠魏犠の餐夏　1愈甑s

乏鷺一 （警誕｝）
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a）　黄鉄鉱～黄銅鉱（塊状～斑状鉱，奥瀬戸瀬鉱山）×60 ．万）黄鱗（網状鉱漢瀬戸瀬鋤）×60

》

¢）黄銅鉱（Cu）一黄鉄鉱（Py）（塊状鉱・奥瀬戸瀬鉱山）×60

e）醐鉱中（9u）の輝甜鉱（Bi）（奥瀬醐鋤）と120

　　　　　　　　　　　　　　　　　図

d）　黄銅鉱（網状鉱，弓削潮戸瀬鉱山）×601
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f）　星状閃亜鉛鉱（奥瀬戸瀬鉱山〉×120
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　鉱床は湧別層および鴻之舞層中のE－W系勇断帯に胚

胎する緑泥石一黄鉄鉱一黄銅鉱鉱脈である。現在4条の

鉱脈および1，2の露頭が知られているが，それらのう

ち主要なものはS9，100Vである。鉱脈の走向は，伺一

脈内でも種々変化をしめすが，一般にほぼ東酉で70～

go。Nの傾斜を有する。

　S9，100Vは，鴻之舞層の礫岩中に胚胎する網状～鉱

染鉱脈で，走向N80。W～N80。E，傾斜70～80。N，とき

に65。Sである。脈幅3～50cmでときに1mヂ，走向

延長約110mで傾斜延長約20mが現在確認されている。

鉱脈は一般に膨縮にとみ，その形態は一定しないが，脈

の東部では数条の平行する細脈からなり，中部では脈幅

㌧ゐやや広い鉱染状～網状脈から構成され，さらに西部で

はいくつかの分岐脈に移化して尖滅する傾向がある（第

3図）。

　鉱脈中ではN70～80。EとN40乍50。Eの裂かの合する

部分でやや肥大部をつくる傾向が認められ，その落しは

NW方向をしめす．鉱脈の鑓先に近い部分では主として

黄鉄鉱および黄銅鉱がらなる塊状鉱が発津し・鉱脈の中、

央部では上下盤際に主として黄銅鉱からなる塊状～網状

鉱があつて，ときにはその心部に黄鉄鉱を主とする鉱染

状鉱がほぼ帯状配列をしめすことがある。しかし西部で

は主として黄鉄鉱からなる塊状鉱が発達している。全体

的にみて，この脈は鉱床形成の比較的初期の状態をしめ

すものである。

　6．1．5鉱石・鉱石鉱物

　鉱石には鉱染状鉱，網状鉱～塊状鉱がある。鉱染状鉱

には黄鉄鉱のみからなる鉱脈の鑓先を構成するものと，

黄鉄鉱一黄銅鉱の組合せで脈の肥大部に産するものとが

ある。後者はやや斑状を呈し，粒度数mmの黄銅鉱結晶

が主体で，黄鉄鉱は包有物として認められる。網状鉱は

黄銅鉱の微脈が不規則網状に発達し，この発達の度が密

になつてやや塊状を呈するようになる。この微脈は幅

0．2～1mm程度のものであつて，鉱脈中での網状鉱の

発達は小規模である。塊状鉱には脈の肥大部に産する黄

鉄鉱一黄銅鉱からなるものと，脈の末端部にみられる黄

鉄鉱を主とするものとが勘る。前者の鉱石には細かな角・

礫状構造が認められることがあり，一般に閃亜鉛鉱・磁

硫鉄鉱および輝蒼鉛鉱と共生する．’

　鉱石鉱物には黄鉄鉱および黄銅鉱があり，閃亜鉛鉱・

方鉛鉱・磁硫鉄鉱および輝蒼鉛鉱を伴なつている。

　黄鉄鉱には自形立方体の単結晶として産するものと，

立方体～他形粒状の集合体として産するものとがある。

前者は鉱脈の鑓先に多く，その粒度0．05～O．6mmであ

る。集合体として産するものは網状脈中に多くその粒度戸

　は0．1～1。5mmである。塊状鉱中のものにはやや粗粒の

　塊状をなすものがある。この種黄鉄鉱中には閃亜鉛鉱や

　黄銅鉱を包有する．

　　黄銅鉱は一般に不規則他形で網状鉱・斑状鉱・塊状鉱

　を構成する最も主要なものである。網状鉱や塊状鉱中の

　もゐは黄鉄鉱結晶の周縁をとりまいて産する。斑状鉱中

　のものは黄鉄鉱の単結晶あるいは集合体を包有するα5

　ん数mmの斑状結晶として産する。いずれの黄銅鉱中に

　も多数の星状閃亜鉛鉱を有し，また0，03～0。1mmの粒

　状～柱状磁硫鉄鉱およびα05・》α15mmの柱状輝蒼鉛鉱

　を包有している。一部の黄銅鉱は周縁に沿つて斑銅鉱・

　　　　　　　　　　　　　輝銅鉱あるいは銅藍に交代されている。

　　閃亜鉛鉱は主として塊状鉱中に産し，黄銅鉱の周縁に

　沿つて0．5mm±の他形結晶として認められる。点滴状

　黄銅鉱を多数包有し，ときに方鉛鉱と共生し，これを包

　有する．

　　6．L6考察
　　本鉱山の鉱床は縁泥石一黄銅鉱鉱脈で，閃亜鉛鉱や方

、鉛鉱を伴なうことが少ない。鉱脈の規模である。鉱脈の

・構造は単調で網状構造を主体とする。黄鉄鉱および黄銅

　鉱の性質には鉱化作用の比較的早期または高温型の要素

　をしめすものが多いhこのようなことから本鉱山の鉱床

　 は，比較的下部構造をしめし，浅処高温型といわれる特

　徴を有するもσ）と考えられる。

　　6．2　弓削瀬戸瀬鉱山　’　　　・

　　6．2．1位置および交通

　　本鉱山は紋別郡遠軽町字奥瀬戸瀬にあり，瀬戸瀬川支　，

　流弓削の沢上流に位置している。本鉱山の南方直距離2

　kmに奥瀬戸瀬鉱山がある。

　　弓削の沢入口までは定期バス運行の便があり，ここか

　ら山元まで約2kmは徒歩による。

　　6，2．2沿革および現況

　　1941年札幌の弓削某が初めて探鉱に着手，1951年西沢

　善三郎の有となり，1952年処理能力10t／day』の選鉱場を

　建設した。1953年選鉱場を焼失し向年住友金属鉱山株式

　会社の所有となり休山，貯鉱のみを搬出した。鉱床には

　1条の脈が知られており，1号坑，2号坑，3号坑およ

　び5号坑の各坑道が開坑され，『その総延長は約540mで

　あるが，．現在はその一部しか観察できない．現在休山中．

　　6・2・3地質および地質構造

　　鉱山付近は湧別層の頁岩および砂岩からな動これを

　貫いて粉岩岩脈，安山岩岩脈がみられ，小規模な安山岩

　熔岩も分布している。

　’湧別層は複雑な摺曲構造をしめす。弓削の沢流域では

　2つの背斜構造がみられ，その東側のものは北に傾斜す

36一（768）・



北海道遠軽町奥瀬戸瀬鉱山および弓削瀬戸瀬鉱山の銅鉱床　（山田敬一）
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第4図　弓削、瀬戸瀬鉱山坑内鉱脈図

る半ドーム構造を，西側のものは南に傾斜する半ドーム

構造をなしている。東側ドームの中軸部にはアプライトF

質粉岩岩脈が逆入している。これらドー4構造の周縁に

沿つてE－W系の勇断帯およびN－S系の断層が発達し

てV・る．さらにこれらのド7ム構造を切るN20’一30。Eの

断層の発達もみられる。

　6．2．4鉱床（第4～5図）

　本鉱山の鉱床は，奥瀬戸瀬鉱山と同様に，E－W系の

勇断帯中に胚胎する緑泥石一黄銅鉱鉱脈である．開発さ

れたことのある鉱脈は弓削鑓ある￥・はS6，800Vと呼ば、

れているもの1条のみであるが，付近には2，3の鉱脈

露頭が知られている。これ ら露頭部ではN－S系の脈が

多V・。鉱脈は膨縮にとみ，脈幅数cm～2m±でときに

4～5mに達するとV・われてV・る。一般走向N80。W～

N800Eで80。±Sの傾斜をしめし，走向延長約180m，

傾斜延長約20mにわたり開発されている。

　3号坑坑内においては鉱染状脈と塊状脈があり，前者

はN60。E，70。Sの走向傾斜を有し，脈幅平均60cmで

ある。後者は前者の上盤側に発達し，N80。E，40～70。N

の走向傾斜を有している。鉱染状脈中にはレンズ状をな

す濃鉱染部がみられ，走向方向に約10mほど追跡でき

るびこの脈は主として黄鉄鉱および黄銅鉱からなり，黄

皿］］財

璽國輔帯

匡調縦化部

（1）3坑上部露頭 0 Im

　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　（2）　，3坑坑口露頭　＿僑

妻講蹴☆ξ
　　　　0　　　　　20Gm

　　　　一　目財　　　匿ヨ嶽状齢
　囲粘土鰐，　魎網状纏

第5図　弓削鉱山露、頭図

銅鉱にとむ部分ではやや斑状構造を呈する。塊状脈は黄
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査1響　消　報　　（鐸葱　三3　懸　 舞蓄参季澄）

鋼鉱を鉱とする脈帳12～5《灘》，延：長2岬3拠ぴ）小規『誕

の毫、4）で，脈の東／則では黄葦3餐鉱を主とする細1賑、移化し

ている、3号坑坑1．．iの掘！）下りで／・，茎藝驚のE，鋤鷺の走

i毒窪嚢余／をし．め毛、，1嫌1懸蕊、畷凱であ・懲。，ここでは．．ヒ曇　穆盤卿／

にそ藩レ響れ、4（｝£瓢土く7）麟戴搬、￥r一郵讐審失鎌1膏搭力蒙あり1粘．．1二騒／段蟹

書爽ん，て嫁i隔1心謝信こ黄金同鉱を三窪三とづ→ぞ）維1援～塊状部があぞ）

　（窮5i 矯／

　蕪。嚢，轟　藁資艦罫1際噛雛勿

　鉱著には鉱染状～蓬’1鍬鉱，網状鉱および塊状鉱が凄）轍、

鉱染状、絋には黄鉄鉱を主とするものと黄銅鉱を三熱とす萎）

｛，のとが～鱈り，　謬講壕愈・やや葦灘三壕犬／韓覧鴛を　＆づ博輪　 糸鱒潜慧賦は

　　　煮を、1 二し，富鉱部あるいは脱大部を構成する、埋鬼

ン伏鋳嫁こ亀、垂糞壷失叙1を繍こと謬→ぞ〉斐、のと夢鴛翻韓窪菰を三註と単するも（鍔

とが玉ある、，櫓宥薮博よ／也¢）／派（7）1懸頁剖玉瓢・み“爵L　璽貰蕪i鵡鉱を淫圭

なうことめ藁ある，、　鷺飼懲鱒叢　　1と慣→るぎ甑；難1汰い1”ず薄　／　レ簿；

の
． 黄鉄鉱聾閃醸鉛鉱U鉛鉱を伴ない，溝轍、蹴の産出

も1認潔）ら灘“

　1鉱際ギ鎌1葉勿、ヒし、、ノて／激．イ滋磁縫失．鉱が導認めら叡、ない二1　圭畏

諸，歳閃遇戴撚鎌、の擦鑑出がζ炉ないことζア）ほ撫・は・輿1頼ノ醸響ll鍵凝iに

オ郊けるとi遡鋳、群）　盤幾，轡三繋重を／岬、バめ／陛、、ているさ

　馨．窯．藝　　謬　　．，遵

　；本凝講．績の鎌諺衆は，溝舞擦力＆／槻則で糠妻辮1にと説みラ導碧新｝，替

纏芽こ驚講費づ→　鉱翼麟犬／脈を馨㌶敷としている』の鋭3奏1伏／脈

中にレン．ズき伏をなt〆て犠舗菰題‘がヲ鈎慮さオギぐおり，その舞録

！黎は帳暮題土，走・輪婦難　数難　磯（）誉女叢凌翁・／頃余1，嚢． を婆く題で

ある。、・一般1、二菰脈の性質，蓑灘ギ鉱物の共生関奪乳、！ぼメそ

ぐア）轍搾レ繋癒魂餐灘17　撫難／韓ぴ〉　　謝と護鋸厳1鱒一躍唱で欝

　馨．雛　讃二晃鉱績、ミ薩露、毒欝㍑寒

　丁奉こ鉦1絹鶏愈拶嫉ll／燦嬉　、みら嶽，るNS系凝巽ヒ⊇潜縛1に1難／i費づ『る

慰W系の．蕎英脈からなり，1慰錘条ほどの脈が1如、れて

v・る、、一贋段に蒙糞翼鐸脈1愈懸桑鞍灘観犬～喰⊃案⊃メ著頚樂翠鉛ξ‘レ繊び）1黄

鉄鉱をイ半なう．．欝、室、薄、罫，峯の状態から，本鉱床はこの地域／こ

おける鉱化窪用の宋期をしめす｛、のと考えられ悔

鮮薄墨繋薫　壼賦響勃　ぴ二）1雛1蕪．l／i籔　！華

ヨ蓋…
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証
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「「1三
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一i

翌．　鉱畷ヒイ乍縮α〉辱寺藷数

　講地域／こお轄る鋭冨ヒ作絹韓1，鴻ノ之舞層の分留お諺，1び構

う畿で美、、めさオもるドー、為季薄藁慧ぎ）糊編鳶あ導斯・はドーム考薄う蕊1勾

グ）鷺一W．系薄断帯など，溝造的に特定飽講、に限定されて

いる、、二秦譲凱糞繭では瀞懲虜誓1の5ン糞方麟に一暮磨f憧『る麹 　8系
の大きな構遺線が発達し・，これから派生して総 ・W系の

璃薄響ゆ斗み、っ才もる、、燃グ）墨』　唱～！▽系の繹都＿・1釜泉ζよ熟とし｝ぐ？勇

弩i卸　1嬉こ事撫嚢博るノ1、／餌一ム棒1蔑驚グ）！言蓄錘蒙に1｝鷲）てノ界軽鷲／㌻壽

この種構遭線と関係じて埼羅燐脈び1）滋入もみら崩、る、、鷺

W系構磁線を切つて‘N－S蔽のll麟が発達し，一一部に

1嬢滞　蓼　　謹騨ミ銘雛飛漆蕊駿1始しーてマ・繋、　こグ〉牽勇構懲繕舗．はノ／・

プ縄’鯵薯な蜂騨ギ ll窺療　縫鷲曲彗、．てい灘

　鉱勇豪は、　聡灘脅す』る／薄燈糸緊グ〉寿鑓／莫ラ圭盤瓢に・寿類，青霜、さ才してお

i），また鉱化作用の時期におけ葛比較的初期をしめすも

のが多い，，鉱脈中で1，よ，すでに述べたと譲鑓臓器状，網

壕犬椥・やぺ葦荘壕犬をし鍵）噂→1蓮＞の力烹、発量叢し鋳窒欝姦蜜信驚グ）肉見室墨1敦ノ卦

で，かつ脈勢も不定である．網状一や賢鮭状を鍵す灘もの

は，濠、とんど　銅幾，llのみ加旗貿），僅かに黄鉄鉱を伴な

う、，網状脈あるいは鉱染状脈の．1．二下盤紅は黄鉄鉱一一黄鋼

勲蒙力・らな巴移灘犬舞頭力蟹曇寿誌に1発一達し．．ている、．鎌1華暮熟1麹には

黄鉄鉱・黄銅鉱のほか少量グ）閃亜藩鉱や方鉛鉱がみ1“れ，

なお、羅状閃亜鉛鉱・磁硫鉄鉱お，藍び輝蒼鉛鉱の産出が認、

めら才もる、、　擁畷甑糞戒紅み・らオしゼ）釦1費，蟹講勿び）清擬i誌與債芦詳に〆）レ・

て／識舞峯i表にし、・めした導

　こび）ような、響種の性質から，本地域（瑠、、化作用はそグ）

時期がかな輯駁足され比較1杓初期の状態が卓越一し．て発達

してオ難1．／，　まブ鉱、ハ蹴）ゆるお驚処遷、繋鐡の鍵欝葦をしめ辺づ→マ匙）のと

考えることができる、、鉱脈¢）構造，脈質などは……般紅鉱

脈グ）講、先にあたるものと類似如，鉱床形成の階檎該におけ

　、1　期を、欠く条件の下螢生成されたマ／ンの．麟ン陛．碧〉れる．、

鉱花露乍、用は婁鳴之』舞絨，やに1も2気んでお！），　かなl！）壌事く¢〉い

オ　》ぞ）喜鍛　　！劔誘勢を藻薫づ岨る隔とはラ　壌ヒ漿、ま翻」或“　鎌1イ蕪質ノ封

1体と：1i疇i三地域蹴）鉱化／乍用とを比較す導蓑　㍗、簾茎な要素

を義cすもび）である、、

3．　あとが糞

　本地域は，すでに報告した生繊原地区の各鉱床と異な

畷）て，繊嘘講養鋭議家聾喬めな霧纐礁露誘翌獲のヂ節な｝b躍・も’た穆舞癩1…義と孟ノ

どなか’た地域である本調査によつて3欝，鉱床の分

墳ず，・構／慰ある斗　財窪至璽毒窯ジ御蹴）てゆ／ら力臓さオーも簿　／響噂翼の

発兇がなされ．た』れ㌧の結。果．北発鉱メ来区1杓にみら婁し
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る各種鉱床の分布，性質などの特徴1こついて，その地質

構造や火成活動とあわせて明らか藍なつた、1、獣が多い、』本

藁也3或は北発1鉱由漢癒」或とは織…

で緊さらに北．見鉱山凋辺の霊

北兇中部地域における鉱化／

繭3繋させたいと濃妻え晴ている、、

　　　　　　　　　　（

美）大鱒ぎ北一1鄭

欝）大町薩レ一強ll

一』の頬三質季翻鐙7欝1こ属す恐もの

勲、駿言周三甕の／戎響キを綻類響し♂て，

・三，窮に関する翻；究を、よ1り 一層

三i趣33蓬耳5鱒》7』．馨藷ぎ箋、畿）

　　窯献
　低重磁督三鋤韓餐に1整ζする）爆．；蒼蝦藩菰にン）い

て（要懸），鉱山地質，V（）1．黛，韓沁．無，

．裏懸2

・北慰魏瞭牛葦舞油の地質おてぬび鉱床，
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